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・教材等をもとに、自分の考えをまとめ、発表できる児童が増えてきて
いるが個人差がある。
・登場人物の心情を考え、価値項目を理解できる児童が多い。
・価値項目は理解しているが、自分のこととして捉え考えることに課題
が見られる。

◎B主として人との関わりに関することを重点に指導する。教材の場面を考えやすいように、提示の方
法を工夫したり、友達の考えを聞いたりすることによって、様々な考え方や思いがあることに気付かせて
いく。
・考えや思いを理解するために役割演技などを取り入れ、自分のこととして考えられるようにする。
・具体的な場面を想起させるようにしながら自分自身のことを振り返らせ、今後どのような言動をとれば
よいかを考えさせる。

・学級内の当番や係活動には積極的に取り組める児童が多い。
・学級会の進め方を身に付け、自分の意見を意欲的に言う児童が増え
てきた。

◎よりよい生活を築くために、話し合いや意見交換などの対話を大切にする。
・学級会の活動の振り返りを行い、必要に応じた指導や助言を行っていくことで年度末までに、上手な話
し合いをできるようにする。
・当番での活動や正しい行動が称賛される場を設けることで、さらに意欲的に取り組めるようにする。

・自分の感覚や行為からは、造形的な特徴に気付きにくい児童、はさみやのりの扱いや紐の結び方等
の基本的な技能が稚拙な児童がいる。
・表したいことや表し方について、楽しく発想し、構想することができる。
・友達の作品から見方や感じ方を広げ、発想を共有することができる。
・楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組むことができる。

◎基本的な技能の繰り返し学習を丁寧に行う。
・発想や構想が苦手な児童の個々の対応を丁寧に行う。
・児童の興味や関心を大切にし、表現することの楽しさを感じられる題材を設定する。

・運動をすることが好きな児童が多く、どの運動にも意欲的に取り組ん
でいる。
・経験の少ない運動も、挑戦してみることでコツや方法を身に付けられ
るようになってきた。
・自分なりに工夫をして運動に取り組める児童が増えてきた。

◎自分のめあてを選ぶと同時に、振り返りを行うことで自分ができるようになったことと新た
な課題を考えさせる。
・場の設定を工夫し、様々な動きを経験できるようにさせる。
・工夫して活動させるために、動きを見合ったり学習カードを活用したりする。
・更に楽しみながら活動できるようにさせるために、ゲーム形式の活動やごっこ遊びを取り入
れる。

・町の様子や自然の特徴、身近な人々の存在などには気付いているが、自分との関わり
と関連付けて考える力が十分でない。
・体験して気付いたことや自分の思いを表現することに慣れていない児童がいる。
・身近な人々や自分たちが暮らす町の様子、自然との関わりなど、様々な活動に意欲的
に取り組んでいる児童が多い。

◎身近な自然や人々と関わる体験的な活動を重視し、児童の思いや願いを実現できるようにする。
・身近な人々、自然と関わる中で、自分のよさや成長を振り返らせる時間を十分に設ける。
・気付いたことや自分の思いを、体験前と体験後で比べたり、自分と友達との相違点を見付けたりするなど、考える視点
を明確にする。
・地域の特性や人材を生かし、より充実した体験活動を展開し、自分の住んでいる町のよさを感じられるようにする。

・リズムあそびや身体表現で拍感や音感を養う活動をすすんで行っている。
・歌詞から気持ちを考えたり、その気持ちならどのように歌えばよいか考えたり
する児童が多い。
・鍵盤ハーモニカの学習に意欲的に取り組み、運指とタンギングのコントロール
を工夫しながら楽しく練習している。

◎基礎的な技能の定着を図るとともに、音や拍を感じて体を動かす楽しさや、音楽を聴いて
よさや面白さを味わうことができるようにする。
・身体表現を取り入れるなどして、表現することの楽しさを味わえるようにする。
・表現を工夫をしている児童を紹介するなどして、どのように表現するとよいのか考える活動
を取り入れる。
・鍵盤ハーモニカの指導は、指使いを確認したり指のみを動かしたりする時間を多くとり、基
礎的な技能の定着を図る。

・繰り上がり、繰り下がりの計算方法を理解し、正確に計算できる児童が多い。
・時刻の読み取りや時間の計算、長さや水のかさなどの単位換算、量感が十分に身に
付いていない児童がいる。
・意欲的に楽しみながら学習に取り組める児童が多い。
・問題文を正確に読み取り、図や式などに表すことに課題が見られる児童が多い。

◎ペア学習で説明する活動を取り入れたり、図や式を使ったりして自分の考えを表現できるように指導する。
・繰り上がり、繰り下がりのある筆算の計算練習を繰り返し行い、速く正確に解けるようにする。
・長さの単位の換算や量感、時刻の読み取りや時刻と時刻の間の時間の求め方などに関しては、生活の中で実際に使
う場面を設定するとともに、学期に１回以上復習の機会を設ける。
・学習者用端末などを利用したり、補習日を活用したりして練習問題に取り組み、基本的な学習内容の定着を図る。

学習状況の実態及び課題 具体的な改善策（いつまでに、どの程度） 追加・修正
・漢字練習に意欲的に取り組む児童が多いが、文章の中で使う習慣は
付いていない。
・型の決まっている文章はスムーズに書ける児童が増えてきた。自分
の思いや考えを文章に書き表すことには個人差がある。また、順序立
てて話したり、大事なことを落とさずに聞いたりすることは、まだ練習が
必要である。
・学習に意欲的に取り組む児童が多い。

・文章の中で漢字を使うように意識させ、さらなる定着を目指す。
◎自分の思いや考えを自由に表現できるよう、ペア学習で発表の場を増やしたり、気持ちを表す言葉の
種類を増やしたりする。順序を表す言葉を意識させながら、文章を読んだり書いたり、また話したり聞い
たりするように指導する。そのために、着眼点を明確にした活動を取り入れる。また、日記文や観察文な
ど、既習の型の作文に継続して取り組ませることで、文章を書くことにも慣れさせていく。
・意欲的に学習できるよう、発問や学習形態を工夫しながら授業を構成していく。
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